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１ 人身交通事故発生状況（11月24日現在の概数）※（ ）は前年同期比

２ 県内で重大交通事故が相次ぐ！！
昨日現在、県内各地において交通死亡事故、重傷事故が連続で発生して

います。昨年11月中の死者数を上回っており、危機的状況にあります。

３ 交通安全のアドバイス

今回は、交通事故に遭わないための「技」を伝授しましょう！
～これができれば、事故に遭う（起こす）確率は低くなる～

★運転する人は･･･★
○ 「前を見る」それは当然！運転中、何を考えていますか？

考え事をしていると、周囲の交通状況に注意が行かなくなりがちです。
運転に集中し、「前車」「歩行者」「自転車」「対向車」「右折車」など、

周りの動きを予測しながら運転しましょう！
○ 速度が増せば、危険も増す！

『落とせスピード！』『落とすな「命」!!』
予定は計画的に！気持ちと時間に余裕を持てれば、安全運転に繋がります！

○ 午後５時～７時は「魔の時間」！！
事故が増えるのはこの時間！外出先からの帰宅時間と日没時刻

が重なることで、交通事故が多発する時間帯です。午後４時を目
安にライトの早め点灯とこまめな上下切替えで、車の存在を周囲
に知らせるとともに歩行者などを早期に発見！

★歩行者は･･･★
○ 道路横断時が最も危険！！

運転手に「道路を渡る」という意思を示しましょう！
左右を見てから横断するのは当たり前！！
一瞬の確認だけでは「安全確認」とはいえません！

〇 「予測」が重要！
接近してくる車両が「速いか遅いか」、接近してくるまでに渡りきれるか「予測」

し、横断歩道がない場所では、無理に横断せず、車両が「停止」する「通過」す
るまで待ちましょう！

○ 横断中、左右を見ていますか？
進行方向ばかりに気を取られてはいけません！横断中も、左右からは車が迫っ

ています！安全確認しながら渡りましょう！

○ 夜間の道路横断は危険度MAX！！
「運転手は自分に気づいている」という思い込みを持たない！

昼夜を問わず夜光反射材を着用し、運転手に気づかせる！！
運転手が「歩行者に早く気づく」＝「速度を落とす・安全な間

隔を取る」など、事故を回避する行動を取ることに繋がります！

交通安全のポイント

発生件数 死者数 うち高齢者 けが人数

2,391件 41人 25人 2,770人
（-226件） （-３人） （-２人） （-243人）


